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～～いい どどんんよよエイサー

親子で     
ワクワクドキドキ
楽しいな     

おてんと
サンサン

Everyday
カチューシャ

わわ づづ かか かかほほ いい いいくく ええ んん うう ううんんどど
　10月6日㈯和束保育園では運動会が開かれ、暖かい拍手、
声援の中、かけっこやお遊戯などに一生懸命取り組みました。
　この日は、青空広がる運動会日和となり午前8時45分、園
児らは元気よく入場しました。
　開会式では、岡田園長が「みんなで心を合わせ、楽しい運動会にしましょう」と園児
に励ましの言葉をかけ競技に移りました。
　2歳児から5歳児のかけっこでは、一番を走ることではなく、一生懸命がんばること、
転んでもくじけないことを約束に力一杯走りました。
　また、1歳児は「親子で遊ぼう」ということで一緒にかけっこをしたり、お遊戯をし
親子で楽しく演技をしました。異年齢児の団体競技では、綱引きをしました。みんなで
力を合わせて一生懸命がんばりました。
　元気いっぱいで競技を終えた園児たちはおみやげをもらい、
大喜びでした。
　運動会で経験したことは、子どもたちのこころに園生活の

楽しい思い出のひとつとして残って
　　　　いくことでしょう。
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国
道
一
六
三
号
北
大
河
原
バ
イ
パ
ス
（
延
長
三
・

二
㎞
）
工
事
は
、
幅
員
が
狭
く
カ
ー
ブ
が
多
い
区
間

を
バ
イ
パ
ス
に
よ
り
解
消
し
、
安
全
な
生
活
環
境
と

良
好
な
走
行
環
境
の
確
保
を
図
る
た
め
、
平
成
十
八

年
度
か
ら
平
成
二
十
六
年
度
末
完
成
を
目
指
し
て
進

め
ら
れ
て
い
る
京
都
府
の
事
業
で
す
。

　

九
月
二
十
日
、
バ
イ
パ
ス
推
進
委
員
ら
が
工
事
を

見
学
し
ま
し
た
。

　

京
都
府
や
工
事
関
係
者
か
ら
工
法
や
ト
ン
ネ
ル
約

一
・
五
㎞
の
う
ち
七
八
六
ｍ
掘
り
進
ん
で
い
る
な
ど

進
捗
状
況
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

九
月
十
三
日
、
や
ま
な
み
ホ
ー
ル
で
「
相

楽
高
齢
者
交
通
安
全
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

各
地
域
の
老
人
ク

ラ
ブ
の
方
々
を
中

心
に
相
楽
地
域
約

二
百
五
十
人
の
参
加

が
あ
り
、
木
津
警
察

署
か
ら
は
「
夜
間
の

交
通
安
全
」
に
つ
い

て
、
ま
た
、
河
内
家

菊
水
丸
氏
か
ら
は

「
南
山
城
高
齢
者
交
通
安
全
音
頭
」
の
披
露
も

あ
り
ま
し
た
。

　

交
通
事
故
を

減
少
さ
せ
、
か

け
が
え
の
な
い

命
を
守
る
た
め

に
は
、
警
察
署

を
は
じ
め
、
行

政
、
地
域
、
学

校
な
ど
が
連
携

し
対
策
を
講
じ

な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

今
後
、
啓
発

活
動
、
施
設
の

整
備
な
ど
に
力

を
注
い
で
参
り

ま
す
。

●
九
月
二
十
一

日
「
秋
の
全
国

交
通
安
全
週

間
」
の
初
日
に

は
、
村
内
四
箇

所
で
街
頭
啓
発

活
動
を
行
い
ま
し
た
。

●
十
月
十
日
、「
高
齢
者
交
通
事
故
防
止
キ
ャ

ラ
バ
ン
隊
」
が
や
ま
な
み
ホ
ー
ル
を
出
発
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
京
都
市
ま
で
の
各
自
治
体
を
地

元
高
齢
者
が
同
乗
し
、
リ
レ
ー
方
式
で
交
通

事
故
防
止
の
た
め

広
報
啓
発
活
動
を

し
て
い
こ
う
と
い

う
も
の
で
す
。

　

南
山
城
村
を
代

表
し
て
小
南
さ
ん

（
本
郷
）
太
田
さ

ん
（
Ｎ
Ｔ
）
に
、

笠
置
町
ま
で
の
啓

発
を
行
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

齢
者

高

イ
パ
ス
工
事
を
見
学

バ

交
通
安
全
大
会
開
催

トンネル掘削の最前線を見学

国道を渡る小学生。注意が必要です。

手仲村長から啓発旗が渡されました。

警察音楽隊の演奏もありました。
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認知症家族介護者の交流会

　

南
山
城
村
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
九
月

二
十
六
日
に
「
第
十
回
南
山
城
村
老
人
ク
ラ
ブ

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

残
暑
厳
し
い

中
、
日
ご
ろ
の

練
習
の
成
果
が

発
揮
さ
れ
、
熱

戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
結
果

優　

勝　

東
部
老
人
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム

準
優
勝　

月
ヶ
瀬
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
千
歳
会

　
　
　
　

Ｂ
チ
ー
ム

三　

位　

本
郷
老
人
ク
ラ
ブ
Ｃ
チ
ー
ム

　

十
月
九
日
㈫
、
京
都
府
庁
に
お
い
て

「
宇
治
茶
伝
道
師
委
嘱
式
」
が
執
り
行
わ

れ
、
府
内
の
茶
関
係
者
７
名
に
山
田
啓
二

知
事
よ
り
委
嘱
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

宇
治
茶
伝
道
師
の
主
な
活
動
は
、
国

内
外
の
諸
行
事
や
展
示
会
・
講
演
会
な

ど
で
宇
治
茶
の
歴
史
や
文
化
を
伝
え
る

と
と
も
に
、
そ
の
価
値
や
素
晴
ら
し
さ

を
広
く
伝
え
る
も
の
で
す
。

　

南
山
城
村
か
ら
は
、
木
野
正
男
氏
（
今

山
）
が
委
嘱
状
の
交
付
を
受
け
ら
れ
ま
し

た
。
茶
生
産
者
の
代
表
と
し
て
宇
治
茶

の
魅
力
を
「
伝
道
」
い
た
だ
く
こ
と
を
ご

期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

　認知症家族介護者同士が交流し、ざっくばらんに語り合える場を設けます。アドバイ
ザーとして「認知症の人と家族の会」より、介護経験のある相談員を招き、自らの介護の
経験談をお話いただいた後、同じ立場の介護者同士の情報交換ができる交流会を開催し
ます。
　認知症かなと思われる症状で対応に困っておられる介護者の方ならどなたでもご参加
いただけます。どうぞお気軽にご参加ください。

日　時　平成24年12月10日㈪　午後1時〜3時
場　所　南山城村保健福祉センター
対　象　在宅で認知症の方を介護されている方
申込み　南山城村地域包括支援センター（保健福祉センター内）
　　　　TEL		9 3−0 2 9 4

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

治
茶
伝
道
師

グ

宇

大
会
結
果

委
嘱
式

木野正男さん（今山）
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11月23日は11月23日は11月23日は11月23日は11月23日は 2012むら活き生きまつり2012むら活き生きまつり2012むら活き生きまつり2012むら活き生きまつり2012むら活き生きまつり

 「れんけい」第79号訂正のお知らせ　	10月号10ページ、平成24年度予算の執行状況についての
記事で、特別会計の支出済額を「4億0,516万円」と記載していましたが、正しくは「3億4,014万円」
でした。訂正してお詫び申し上げます。

午後1時 開演
平成24年

第３回南山城村和太鼓交流会
第15回日本太鼓ジュニアコンクール京都府予選

第３回南山城村和太鼓交流会
第15回日本太鼓ジュニアコンクール京都府予選
京都府日本太鼓ジュニア大会京都府日本太鼓ジュニア大会

11/11（日）■入 場 料：無 料■お問合せ：南山城村文化会館　やまなみホール
　　　　　　TEL：0743-93-0560　FAX：0743-93-0596

実 施 日　	 平成24年11月21日㈬　　　	受付時間　　午前10時30分〜お昼12時
場 　 所　	 本郷コミュニティセンター
献血できる方	 男性　17歳から69歳まで
　　　	 女性　18歳から69歳まで　　男女とも体重50Kg以上の方
	 　　　		※65歳以上の方については60歳から64歳までに献血をされた方に限ります。
　　　　　	 　								※患者や献血者の安全を確保するため、献血をお断りすることがあります。
持 ち 物　　免許証など本人確認ができるもの
問 合 せ　　保健福祉課　TEL	0743-93-0104

献血にご協力ください

　毎年恒例、11月23日は、「2012むら活き生きまつり」の開催日です。
　南山城村総合グラウンドで、午前10時から午後3時まで、村内で生産した特産品の
販売をはじめ、太鼓の演奏、空手実演、各種体験コーナーなど南山城村の秋を一日目いっ
ぱい楽しめるイベント満載です。
　また、産品なべやしいたけなどの地元産物
を使った一品を味わってください。もちろん
無料配布のきな粉もち、おいしいお茶のサー

ビスでくつろいでいただ
けますので皆様、お誘い
あわせのうえ是非お越し
ください。
　なお、当日は会場まで
の巡回バスを運行いたし
ますのでご利用ください。

問合せ 　産業生活課　TEL：93-0105

バス時刻表
●月ヶ瀬口駅前発
　（月ヶ瀬口駅前→
	 まつり会場への直行バス）
　①10：10　②10：40　③11：05
●総合グラウンド発
　（まつり会場→
	 月ヶ瀬口駅への巡回バス）
　①14：05　②15：15

　京都府を中心に様々な地域で活躍中の和太鼓ジュニア
チームが京都府代表の座をかけ、やまなみホールに集結。
日頃の練習の成果を競い、熱い響きを仲間達と共に南山城
村の大自然に響かせます。今回は京都府日本太鼓ジュニア
大会、和太鼓交流会も同日開催。一般のチームによる迫力
満点の演奏もお楽しみいただけます。

出演チーム
＜和太鼓交流会・ジュニア予選・ジュニア大会＞
・和太鼓　龍船　昴　　　	 ・太鼓塾・育
・和太鼓　龍船　蓮 Jr.	　	 ・チーム感動 Jr.
・無宇　　　　　　　　	 ・ＨＡＮＡＢＩ Jr.
・産霊奉納太鼓保存会　　	 ・大和の響き・京
・和太鼓　剣　　　　　	 ・和太鼓サークル　ホタル
・太鼓塾・煌

＜和太鼓交流会＞
　・和太鼓　龍船　蓮　　　	 ・産霊奉納太鼓保存会
　・チーム感動　　　　　　	 ・ＨＡＮＡＢＩ
　・和太鼓　結　　　　　　	 ・やまなみ太鼓　絆

※村内各地からの巡回バスも運行いたします。詳しくはチラシをご覧ください。
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笠置町フォトコンテスト笠置町フォトコンテスト

募　集　要　項
カラー四つ切（ワイド可）、または
A4サイズでプリントアウトしたもの。
組写真不可・データ加工不可。

応募票に必要事項を記入し、応募作品の裏面
に張り合わせて笠置町企画観光課へ送付、ま
たは持参ください。
応募票は【笠置いこいの館】【笠置町産業振興
会館】【笠置町企画観光課】にあります。また、
笠置町役場HPからもダウンロードできます。

笠置町役場企画観光課
平成25年1月31日（当日消印有効）
選考委員会で選定のうえ、平成25年2月
下旬頃に入選者本人へ通知します。

笠置町役場企画観光課　【http://www.town.kasagi.lg.jp】
〒619-1393　京都府相楽郡笠置町笠置西通90-1　TEL	0743-95-2301

応募作品

応募方法

応 募 先

締 切

審査発表

笠置町の四季折々の自然・史跡・文化財・観光施設・祭事等、
笠置町の風景を題材としたあなたの写真を募集します。

最優秀賞 1点 1万円+賞状+副賞
優 秀 賞 1点 5千円+賞状+副賞
佳 作 2点 賞状+副賞

ご応募・
お問合せ

賞

笠置町フォト
コンテスト

　

平
成
二
十
四
年
十
月
十
三
日
㈯
、

十
四
日
㈰
に
笠
置
町
秋
祭
り
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
お
祭
り
は
昔
か
ら
伝
わ
る

古
い
伝
統
行
事
で
す
。

　

多
く
の
人
達
が
神
輿
を
掛
け
声

と
共
に
担
ぎ
町
内
を
練
り
歩
い
た

り
各
地
区
で
は
さ
や
当
て
や
稚
児

の
行
列
、
泣
き
相
撲
と
い
っ
た
神

事
も
行
わ
れ
、
地
域
が
一
体
と
な

り
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

笠
置
町
秋
祭
り
開
催
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